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　「新型コロナウィルスの世界的な感染拡大により先行き不透明な中での幕開けとなりま
す。」と始めた所信表明から１年間、本当にそうなりました。

　昨年３月から出始めた新型コロナウィルス感染拡大。未知の新しいウィルスに驚き、恐
れ、自粛ムードが広がりました（第１波）。
　その後、幾度と波がありましたが、３月末から感染者急増した第４波が大阪府で猛威を
振るい、緊急事態宣言も５月31日から６月20日まで再延長となった時点で、本日６月16日

（水）を本年度最終例会とすることを理事会で決定しました。
　会員の皆様には本当にご迷惑をかけっぱなしで、申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本年度スローガンは、「ロータリアンらしく、八尾ロータリークラブらしく」です。
　そして、テーマは「当クラブから絶対感染者を出さない」と「創立60周年の成功」でした。

　本当に残念な事ばかりでした。
　約２年半前、ノミニーの段階からあれもしたい、これもしたいと頭の中で温めていたこ
とを形にしていきました。
　組織も決まりクラブ内では、クラブ管理運営部門と奉仕部門でいろいろ計画を立てまし
た。 「メンバーの身体の健康と、会社の健康」を気遣いながら、理事会やクラブ協議会でそ
の計画を話し合いました。
　しかし新型コロナウィルス感染拡大の威力は予想以上に大きく、何回も変更する事にな
り、ほとんどが中止で実行出来ず終わってしまいました。

　理事会メンバーには、まず予算編成でご迷惑をかけました。上半期の地区行事はほとん
ど中止となる様子でしたので、急きょ会費を減らす予算書を作成、年会費は例年より安く
しました。
　各委員会の事業予算も大幅に削減しました。事業はあるものとして計画、予算は削減
と、大変矛盾するものでありましたが、このような緊急事態である為「八尾ロータリークラ
ブらしく」柔軟に困難を乗り越えようと、理解していただきご承認いただきました。
　理事会資料は、出来るだけ早く理事の手元に送り、１回協議してから承認するように努
力しました。

　「絶対に八尾ロータリークラブから、コロナ感染者は出さない」「コロナ終息はワクチン
や治療薬が開発され、世間にいきわたるまで」と決めて、７月当初から例会は毎月２回、食
事が大きな感染理由ということで食事なしでスタートしました。
　集計してみますと、会場で食事無しは８回。会場で食事ありは５回。Zoomは12回。合

計25回の例会開催でした。
　通常の例会が出来ない。食事を出せない。会話は謹んでもらわなければならない。こ
の事がクラブに不協和音を起こしてしまったことは確かです。
　改めて、ロータリークラブの楽しみは、毎週例会場で、食事をとりながら和気あいあいと
親睦をする事であるとつくづく感じました。　

　吉本副会長には「例会場での感染予防ガイドライン」を作成してもらいました。

　ＳＡＡ北野委員長にはマスクやアルコール消毒液、スクール形式の座席等、コロナウィ
ルス対策に注意した例会場の設営をしていただきました。
　予定していた事業・例年行われていた行事はほとんど中止となりました。
　ニコニコ箱は目標金額を達成していただきました。

　会員数は残念ながら１増７減で、６名の減少となりました。

　出席率は、コロナ感染防止の観点より義務付けしませんでした。

　親睦活動については、見事に何もできませんでした。

　越中八尾ＲＣ訪問と、八尾ＲＣ60周年への参加要請は、澁谷委員長の調整もかなわず、
感染者の多い大阪と、感染者の少ない富山との交流は断念しました。

　プログラム委員会には、いつZoom例会になるか分からず、卓話者選定には大変ご苦労
を掛けました。
　川村委員長の活動計画に沿って、クラブ会員中心に組んでもらうことにしました。
　ベテラン会員と新人会員との融合を目指す企画により、ベテラン会員から、佐野会員・
松本会員・中西会員・中島会員・井川会員に卓話をいただきました。
　ロータリーを通した苦労話や成功話、楽しい気さくな話等、川村委員長の思いが届き、新
人会員にはベテラン会員が身近に感じられたのではないでしょうか？
　卓話頂いたベテラン会員に、お礼申し上げます。
　またZoom例会で多くの方に参画していただこうと、リレー卓話も企画していただき、
画面を通してですがたくさんの会員にお話いただきました。「八尾ロータリークラブらし
く」新陳代謝を繰り返し新しい歴史と文化を実らせるようになればと思います。

　広報委員会富田委員長には、ホームページの充実にご苦労をおかけしました。おかげで
かなり充実した、見やすいホームページとなりました。

　職業奉仕委員会相馬委員長には、インターアクターに金融商品の勉強会を、ボードゲー
ム「ブルサ」等をつかって出前授業を行ってもらいました。特別講師として、小谷会員の証
券についての講演も行ってもらいました。

　社会奉仕委員会平尾委員長には今年も八尾市に丁目公園でイルミネーション点灯事業
を行っていただきました。コロナ感染対策上、例年より少人数で行いました。
　そして、60周年記念事業委員会と合同で、コロナ感染対策を目的とした支援事業を行っ
ていただきました。八尾市立病院出向き、緊急性の高いニーズを調査していただきまし
た。何件かある中から、人工呼吸器　加温加湿搭載型フロージェネレーター AIRVO２を
２台寄贈することとなり、八尾市立病院の新型コロナウィルス感染症対策に支援すること
が出来ました。

　国際奉仕委員会曽家委員長には、海外へ行くことが出来なくなりましたので、他国との
交流や親交は叶いませんでした。台北東ＲＣ2020年11月２日に行われた第57回記念例会
に祝辞とビデオメッセージを送っていただきました。

　青少年奉仕委員会吉田委員長には、子ども食堂と不登校児童学習支援団体「かがやき」へ
の協力・支援を行っていただきました。
　そしてインターアクト委員会・ローターアクト委員会の活動にご尽力いただきました。

　インターアクト委員会大槻委員長には、今年一番の活動だった「ＩＡＣ海外研修」当番校
になっておりましたが、中止となりとても残念でした。
　ローターアクト児林委員長には、昨年創立した八尾ＲＡＣ活動を、毎回の例会を見守っ
て頂きました。

　ロータリー財団委員会大橋委員長には、活動計画はすべて達成され、11月18日に卓話し
ていただきました。

　米山奨学会委員会藤田委員長には、寄附目標金額は達成できませんでしたが、10月７日
に卓話していただきました。

　次に60周年記念例会です。
　６月９日に行われた60周年記念例会は、緊急事態宣言延長によりオンラインでの開催と
なりましたが、多数の参加また、ご協力により無事開催することが出来ました。御礼申し
上げます。
　まずは60周年実行委員会。式典・祝宴・記念事業を軸に実行委員会を早々に立ち上げ
ていただき、50周年の恨みを晴らすべく、盛大に式典・祝宴を執り行う計画を練りました。

　2019年５月　中西啓詞60周年準備委員会委員長を中心に、日時、場所の検討に入りまし
た。
　諸先輩方のアドバイスをいただき、過去の反省も踏まえて議論しました。
　会場も押さえ、来賓名簿・プログラムも作成しておりました。
　2020年３月　コロナ感染拡大の影響により、今までの計画をゼロベースで考え直すこ
とになります。
　それからコロナの状況を観察。
　しかし一向に好転しませんでした。
　2021年５月　連休明けの会議で、商工会議所で記念例会として行う。祝宴はせずに会
員だけで開催することに決めました。
　そして５月31日までだった緊急事態宣言が６月20日まで延長になって、オンラインで
開催することに決定しました。　
　変更に次ぐ変更で、ぎりぎりまで議論を繰り返していただきました。
　記念例会当日は、早くから60周年実行委員会の皆様に集まって頂き、司会の柏木会員に
は変更・追加にも柔軟に対応いただきました。
　映像配信など全くの素人集団で、試行錯誤しながらも、山本勝彦副実行委員長・長竹幹
事・野村会員に懸命に作業していただき、来賓の方々からのビデオメッセージもスムーズ
に上映することが出来ました。
　記念事業は稲田記念事業委員長に「八尾市の公立小学校への図書教材の贈呈」と「八尾市
立病院へ医療機器（人工呼吸器）２台の贈呈」を報告していただきました。
　そして、八尾市病院事業管理者　植野茂明様より感謝状を頂戴しました。
　パンデミックの中、平時でなく有事での中で、信頼性・公共性・公平性のバランスを持っ
た素晴らしい記念事業であったと思っております。
　その他、富田会員には写真撮影、取り仕切りは山陰会員・相馬会員、全体監修は中西啓詞
実行委員長・池尻・中川廣次副実行委員長・吉本総務委員長にご協力いただきました。
　短い時間ではありましたが、良き記念例会になりました。実行委員会の皆様には深く感
謝します。

　今、2020-21年度会長を終わるについて、会員皆様に感謝の念しかありません。
　下手なZoom例会に出席いただいた会員に感謝。
　コロナに振り回された理事会メンバーに感謝。
　緊急事態なので、理事会に例会に関する権限を与えて下さった皆様に感謝。
　変更の繰り返しで、時間がおしても最後までやり切ってくださった60周年実行委員会の
皆様に感謝。
　下手で長い「会長の時間」にお付き合いくださった皆様に感謝。

　会長の時間は私個人の私見で恐縮しています。

幹 事　松　井　良　介

　前半、半年はめまぐるしく変化するコロナ感染の状況ばかりでした。
　後半、半年はZoom例会が多くなり、「会長の時間」が20～25分と、長い時間話さなけれ
ばならなくなり、勇気を出して私が好きなＡ・Ｆシェルドンの「サービス理念」と孔子の「論
語」の話をさせていただきました。
 現在のロータリークラブは奉仕活動を中心に活動することがほとんどですが、創立時期
には自分の生業・仕事を見つめる学問「サービス理念」があった事を、知っていて欲しいと
思ったからです。

　ゴルフの話。飲み屋の話。趣味の話で盛り上がるのは結構ですが、もう少しロータリー
の話題、クラブの話で盛り上がっても良いのではないでしょうか？
　少しはロータリーの本も興味を持って読んで、自分の考えも持ってほしいと思います。
　それが「ロータリアンらしく」ではないかと思ったからです。

　最後に、創立60周年の年度に歴史と伝統のある八尾ロータリークラブの会長を拝命した
ことは身に余る光栄でありました。
　八尾市立病院　新型コロナウィルス対策寄附金は、総額476万円となりました。
　そして、吉本副会長、松井幹事、野村副幹事には被選理事会より幾度となく繰り返した正
副会長会議。理事会・例会開催の準備。特にコロナ感染対策を踏まえながらの会議にお
付き合いくださり、ありがとうございました。
　コロナ禍の中、ご期待にそえる１年間ではなかったとは思いますが、ご指導、ご協力いた
だいた会員皆様に心より御礼申し上げます。
　本当にありがとうございました。

　本年度幹事を務めさせて頂き、コロナ感染下の中での運営は非常に気を使う作業でした。
　まず初めに執行部で決めたことは、ロータリー活動下で感染者を出さないという事でし
た。その為、通常時での運営とコロナ禍での運営の2つの運営方法を考え活動することと
なり、残念ながら、ほとんどの事業が中止とはなってしまいましたが、メンバー皆様には中
止になるかもしれない事業を計画頂きながら、中止になった時の計画も準備頂くという大
変な思いをさせた1年であったと思います。
　事業はほとんど出来ませんでしたが、ロータリー活動への思いは深まった1年であった
と考えております。
　会員皆様にはご協力頂きありがとうございました。
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２台寄贈することとなり、八尾市立病院の新型コロナウィルス感染症対策に支援すること
が出来ました。

　国際奉仕委員会曽家委員長には、海外へ行くことが出来なくなりましたので、他国との
交流や親交は叶いませんでした。台北東ＲＣ2020年11月２日に行われた第57回記念例会
に祝辞とビデオメッセージを送っていただきました。

　青少年奉仕委員会吉田委員長には、子ども食堂と不登校児童学習支援団体「かがやき」へ
の協力・支援を行っていただきました。
　そしてインターアクト委員会・ローターアクト委員会の活動にご尽力いただきました。

　インターアクト委員会大槻委員長には、今年一番の活動だった「ＩＡＣ海外研修」当番校
になっておりましたが、中止となりとても残念でした。
　ローターアクト児林委員長には、昨年創立した八尾ＲＡＣ活動を、毎回の例会を見守っ
て頂きました。

　ロータリー財団委員会大橋委員長には、活動計画はすべて達成され、11月18日に卓話し
ていただきました。

　米山奨学会委員会藤田委員長には、寄附目標金額は達成できませんでしたが、10月７日
に卓話していただきました。

　次に60周年記念例会です。
　６月９日に行われた60周年記念例会は、緊急事態宣言延長によりオンラインでの開催と
なりましたが、多数の参加また、ご協力により無事開催することが出来ました。御礼申し
上げます。
　まずは60周年実行委員会。式典・祝宴・記念事業を軸に実行委員会を早々に立ち上げ
ていただき、50周年の恨みを晴らすべく、盛大に式典・祝宴を執り行う計画を練りました。

　2019年５月　中西啓詞60周年準備委員会委員長を中心に、日時、場所の検討に入りまし
た。
　諸先輩方のアドバイスをいただき、過去の反省も踏まえて議論しました。
　会場も押さえ、来賓名簿・プログラムも作成しておりました。
　2020年３月　コロナ感染拡大の影響により、今までの計画をゼロベースで考え直すこ
とになります。
　それからコロナの状況を観察。
　しかし一向に好転しませんでした。
　2021年５月　連休明けの会議で、商工会議所で記念例会として行う。祝宴はせずに会
員だけで開催することに決めました。
　そして５月31日までだった緊急事態宣言が６月20日まで延長になって、オンラインで
開催することに決定しました。　
　変更に次ぐ変更で、ぎりぎりまで議論を繰り返していただきました。
　記念例会当日は、早くから60周年実行委員会の皆様に集まって頂き、司会の柏木会員に
は変更・追加にも柔軟に対応いただきました。
　映像配信など全くの素人集団で、試行錯誤しながらも、山本勝彦副実行委員長・長竹幹
事・野村会員に懸命に作業していただき、来賓の方々からのビデオメッセージもスムーズ
に上映することが出来ました。
　記念事業は稲田記念事業委員長に「八尾市の公立小学校への図書教材の贈呈」と「八尾市
立病院へ医療機器（人工呼吸器）２台の贈呈」を報告していただきました。
　そして、八尾市病院事業管理者　植野茂明様より感謝状を頂戴しました。
　パンデミックの中、平時でなく有事での中で、信頼性・公共性・公平性のバランスを持っ
た素晴らしい記念事業であったと思っております。
　その他、富田会員には写真撮影、取り仕切りは山陰会員・相馬会員、全体監修は中西啓詞
実行委員長・池尻・中川廣次副実行委員長・吉本総務委員長にご協力いただきました。
　短い時間ではありましたが、良き記念例会になりました。実行委員会の皆様には深く感
謝します。

　今、2020-21年度会長を終わるについて、会員皆様に感謝の念しかありません。
　下手なZoom例会に出席いただいた会員に感謝。
　コロナに振り回された理事会メンバーに感謝。
　緊急事態なので、理事会に例会に関する権限を与えて下さった皆様に感謝。
　変更の繰り返しで、時間がおしても最後までやり切ってくださった60周年実行委員会の
皆様に感謝。
　下手で長い「会長の時間」にお付き合いくださった皆様に感謝。

　会長の時間は私個人の私見で恐縮しています。

幹 事　松　井　良　介

　前半、半年はめまぐるしく変化するコロナ感染の状況ばかりでした。
　後半、半年はZoom例会が多くなり、「会長の時間」が20～25分と、長い時間話さなけれ
ばならなくなり、勇気を出して私が好きなＡ・Ｆシェルドンの「サービス理念」と孔子の「論
語」の話をさせていただきました。
 現在のロータリークラブは奉仕活動を中心に活動することがほとんどですが、創立時期
には自分の生業・仕事を見つめる学問「サービス理念」があった事を、知っていて欲しいと
思ったからです。

　ゴルフの話。飲み屋の話。趣味の話で盛り上がるのは結構ですが、もう少しロータリー
の話題、クラブの話で盛り上がっても良いのではないでしょうか？
　少しはロータリーの本も興味を持って読んで、自分の考えも持ってほしいと思います。
　それが「ロータリアンらしく」ではないかと思ったからです。

　最後に、創立60周年の年度に歴史と伝統のある八尾ロータリークラブの会長を拝命した
ことは身に余る光栄でありました。
　八尾市立病院　新型コロナウィルス対策寄附金は、総額476万円となりました。
　そして、吉本副会長、松井幹事、野村副幹事には被選理事会より幾度となく繰り返した正
副会長会議。理事会・例会開催の準備。特にコロナ感染対策を踏まえながらの会議にお
付き合いくださり、ありがとうございました。
　コロナ禍の中、ご期待にそえる１年間ではなかったとは思いますが、ご指導、ご協力いた
だいた会員皆様に心より御礼申し上げます。
　本当にありがとうございました。

　本年度幹事を務めさせて頂き、コロナ感染下の中での運営は非常に気を使う作業でした。
　まず初めに執行部で決めたことは、ロータリー活動下で感染者を出さないという事でし
た。その為、通常時での運営とコロナ禍での運営の2つの運営方法を考え活動することと
なり、残念ながら、ほとんどの事業が中止とはなってしまいましたが、メンバー皆様には中
止になるかもしれない事業を計画頂きながら、中止になった時の計画も準備頂くという大
変な思いをさせた1年であったと思います。
　事業はほとんど出来ませんでしたが、ロータリー活動への思いは深まった1年であった
と考えております。
　会員皆様にはご協力頂きありがとうございました。
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　昨年３月から出始めた新型コロナウィルス感染拡大。未知の新しいウィルスに驚き、恐
れ、自粛ムードが広がりました（第１波）。
　その後、幾度と波がありましたが、３月末から感染者急増した第４波が大阪府で猛威を
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　約２年半前、ノミニーの段階からあれもしたい、これもしたいと頭の中で温めていたこ
とを形にしていきました。
　組織も決まりクラブ内では、クラブ管理運営部門と奉仕部門でいろいろ計画を立てまし
た。 「メンバーの身体の健康と、会社の健康」を気遣いながら、理事会やクラブ協議会でそ
の計画を話し合いました。
　しかし新型コロナウィルス感染拡大の威力は予想以上に大きく、何回も変更する事にな
り、ほとんどが中止で実行出来ず終わってしまいました。

　理事会メンバーには、まず予算編成でご迷惑をかけました。上半期の地区行事はほとん
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付き合いくださり、ありがとうございました。
　コロナ禍の中、ご期待にそえる１年間ではなかったとは思いますが、ご指導、ご協力いた
だいた会員皆様に心より御礼申し上げます。
　本当にありがとうございました。

　本年度幹事を務めさせて頂き、コロナ感染下の中での運営は非常に気を使う作業でした。
　まず初めに執行部で決めたことは、ロータリー活動下で感染者を出さないという事でし
た。その為、通常時での運営とコロナ禍での運営の2つの運営方法を考え活動することと
なり、残念ながら、ほとんどの事業が中止とはなってしまいましたが、メンバー皆様には中
止になるかもしれない事業を計画頂きながら、中止になった時の計画も準備頂くという大
変な思いをさせた1年であったと思います。
　事業はほとんど出来ませんでしたが、ロータリー活動への思いは深まった1年であった
と考えております。
　会員皆様にはご協力頂きありがとうございました。



2020～2021年度　理事・役員・委員会構成表
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会　　長
直前会長

会長エレクト
副 会 長
幹　　事
会　　計
Ｓ Ａ Ａ

役　員 副 理事・役員会構成
飯田
笠井
田中
吉本
松井
小谷
北野

野村

池尻・村本・小林・稲田・奧谷・山陰・長竹・西村・西・竹中

飯田・笠井・田中・吉本
松井・小谷・北野・相馬
平尾・曽家・吉田

委員長

＊地区出向

　

諮問委員会
公共イメージ向上委員会
職業奉仕委員会
ローターアクト委員会

ロータリー財団委員会
RYLA委員会
インターアクト委員会

委員　　　相馬
副委員長　友田
副委員長　曽家

委員　戸田・松本
委員　笠井
委員　小谷
委員　児林

小委員会委員会・担当理事 副委員長 委　員
中川（廣）

山本（隆）

笠井

澁谷
川村

井川
富田

大橋

大槻
児林

藤田

山陰
宮川
吉田

濵岡
宮川

稲田
菅野

山本（勝）

菅野
新宮
福田
稲田
大熊
笠井
田中
坂本
井川

山口・宇野・佐々木　　
戸田・寺坂・山本（昌）

小林・児林・宮川・川村
倉内・鍋島・三木・森川
福村・谷口
松本・宮川
高井・山本（昌）・柏木
鼓呂雲・竹原　  
柏木・山陰・澁谷・長竹
中川（將）・川田
柏木・長竹・谷口
大熊・鍋島・松岡
宮川・西・竹中
山本（義） ・中島・相馬
佐野・井川・小山
濵岡・新宮・宮川・西
小谷・中西（広）・大槻
相馬・山本（隆）・藤田
友田・曽家・川村・竹中  
戸田・松本・佐野
中西（啓）・笠井・飯田
田中・吉本・松井

会員増強委員会
出席委員会
親睦活動委員会

越中八尾ＲＣ担当委員会
プログラム委員会

クラブ研修委員会
クラブ広報委員会

ロータリー財団委員会

インターアクト委員会
ローターアクト委員会

米山奨学会委員会

職業奉仕委員会　　相馬　　
社会奉仕委員会　　平尾
国際奉仕委員会　　曽家

青少年奉仕委員会　　吉田

クラブ戦略計画委員会　　居相

創立60周年実行委員会　　中西（啓）

クラブ
　管理運営
　　委員会

　吉本

理　事　会　記　録
月 日 議　　　　事 月 日 議　　　　事
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７.  １

８.  ４
Zoom

９.  ２

10.  ７

11.  ４

12.  ２

12. 14
持ち回り

上半期会費請求書の件
地区運営資金・地区活動資金・地区大会資金送金の件
出席規定適用免除者確認の件
ボランティア活動保険の件
各クラブ表敬訪問の件
新入会員（原田様）の件
看板設置の件
八尾市市民憲章推進協議会への委員派遣について

議事録
会計報告
会員満足度アンケート実施の件
事務局ＰＣ入れ替えの件
新人カウンセラー委嘱の件（谷口、福村、原田会員３名）
インターアクターに対する職業知識に基づいた教育事業の件
特定非営利活動法人　輝の件
八尾ローターアクト活動費の件
事務局お盆休みの件

議事録
会計報告
指名委員会の件
八尾市市民憲章推進協議会会費の件
竹中会員退会の件
秋の親睦旅行・忘年家族会の件

議事録
会計報告
ロータリーデー八尾2020の件
2660地区ローターアクト助成金の件
指名委員会委員構成の件
今後の例会運営の件
新年例会の件
台北東RCお祝いの件

議事録
会計報告
地区大会信任状の件
2020-21年度地区出向推薦の件
パソコンウイル対策ソフトの件
１月例会日程の件
八尾市青少年問題協議会委員の派遣の件

議事録
会計報告
60周年実行委員会組織表の件
八尾ロータリークラブ定款細則変更の件
在籍（50年）祝い品の件
秋の親睦旅行収支報告の件
忘年家族会ピアノ先生・事務局参加の件
忘年家族会金光八尾高校ＩＡ顧問参加の件
卓話お礼・お土産の件
会員名簿追加シールの件
新年初例会の件
リース期間満了に伴う契約手続きの件
事務局年末年始休暇の件

退会の件（笠井　実会員）

議事録
会計報告
下半期会費請求の件
2021年度米山奨学生受け入れの件
八尾RC・八尾RAC合同例会の件
八尾ライオンズクラブチャーターナイト60周年記念式典の件

議事録
会計報告
ロータリーデー八尾2020事業報告の件
八尾ライオンズクラブ60周年の出欠・祝金の件
諸謝費（ピアノ礼金）の件

議事録
会計報告
退会の件（中西広美会員）
IACへウｴブ会議・交流会の為の機材贈呈一部補助の件
60周年記念事業の件
米山奨学生世話クラブ御願いの件（カウンセラーの人選）

議事録
会計報告
子ども食堂支援金の件
八尾RC・八尾RAC合同例会の件
2021-22年度のための地区研修・協議会登録料の件
4～6月予定表
地区ローターアクト地区年次大会、参加登録の件
SAAの件
インターアクトクラブ会食費の件

議事録
会計報告
会計監査の件
ローターアクト委員会事業報告の件
八尾をきれいにする運動推進本部への本部委員派遣の件 
子ども食堂の件
新型コロナウイルス対策　八尾市立病院寄付金の件

議事録
会計報告
新入会員の件（倉角和弥様・出口貴士様・
　　　　　　　 田中康貴様・浦上健司様・竹中浩人様）

「交通事故をなくす運動」八尾市推進本部委員の依頼の件
子ども食堂支援事業報告
次年度金光八尾中学・高等学校
　　　　　　　　インターアクトクラブ活動費・協力金
八尾市立病院新型コロナウイルス対策支援
例会他会議のZooｍ使用料
坂本憲治会員　退会の件
6/9例会開催、時間変更

中西啓詞会員　退会の件

管理運営費、返金の件

１. 13
Zoom

２.  ３
Zoom

３.  ３
Zoom

４.  ７

５. 12
Zoom

６.  ２
Zoom

６. 14
LINE

６. 30
Zoom



2020～2021 年度　会計報告
八尾ロータリークラブ　損益計算書

予　算 決　算 予算比

13,600,000
60,000
100,000

2,500

¥13,762,500

2,000,000

¥2,000,000

¥15,762,500

管理運営費
13,283,333

3,000
100,000
311,303

52

¥13,697,688

3,060,000

72
¥3,060,072

¥16,757,760

-316,667
-57,000

0
311,303
-2,448

0
¥-64,812

　

1,060,000
0
0
0
0
72

¥1,060,072

¥995,260

収　入 2021年6月30日で終了する年度

-８-

予　算 決　算 予算比
管理運営費

支　出 2021年6月30日で終了する年度

会　費
訪問ロータリアンからの徴収
入会費
雑収入
預金利息収入
特別会費
　　　　　小　計

奉仕活動
募金活動（ニコニコ箱）
国際奉仕基金
事業積立金
受領寄付
投資収益
預金利息収入
　　　　　小　計

合　計

543,400
895,676
1,386,000
75,924

2,567,250
433,060

0
70,000
365,003
405,900

0
150,550
190,000

0
617,963
48,835
41,072

4,123,000
150,018

¥12,063,651

0
0

96,804
0

683,980
636,129

0
0
0

¥1,416,913

510,000
13,045

0

0
400,000
152,760
580,420
1,521,475
¥3,177,700

¥16,658,264

¥99,496

会合
食事代
地代家賃
水道光熱費
支払賃金
福利厚生費
旅費交通費
研修費
通信費
印刷費
図書費
慶弔費
諸謝費
備品費
消耗品費
諸会議費
雑費
会費等返金額
その他予備費
　　　　　小　計

クラブ委員会
出席委員会
親睦委員会
プログラム委員会
クラブ研修委員会
クラブ広報委員会
ＳＡＡ委員会
会員増強推進委員会
越中八尾ＲＣ担当委員会
予備費
　　　　　小　計

奉仕活動
社会奉仕
職業奉仕
国際奉仕
ロータリー財団
米山奨学会
青少年奉仕
インターアクト
ローターアクト
予備費
　　　　　小　計

支出合計

当期収支差額

-256,600
-2,008,324
-14,000
-24,076
-32,750
-16,940

0
-80,000
15,003
5,900
-10,000
-299,450
-50,000
-30,000
17,963
-1,165
-8,928

4,123,000
-1,690,280
¥-360,647

0
-1,000,000
-203,196
-30,000
-216,020
-63,871

0
-30,000
-150,000

¥-1,693,087

10,000
-36,955
-150,000

0
0

-230,000
-167,240
230,420

-7,040,435
¥-7,384,210

¥-9,437,944

¥10,433,204

800,000
2,904,000
1,400,000
100,000
2,600,000
450,000

0
150,000
350,000
400,000
10,000
450,000
240,000
30,000
600,000
50,000
50,000

0
1,840,298

¥12,424,298

0
1,000,000
300,000
30,000
900,000
700,000

0
30,000
150,000

¥3,110,000

500,000
50,000
150,000

0
0

630,000
320,000
350,000
8,561,910

¥10,561,910

¥26,096,208

¥-10,333,708

金　　額勘定科目 内　　訳
普 通 預 金

立　替　金
差入保証金

決算書類並びに会計帳簿を監査の結果正確適正に処理され
財産目録については貯金証書、通帳と符合していることを認めます。

2021年６月30日
八尾ロータリークラブ　　会　長　飯　田　寛　光

幹　事　松　井　良　介
会　計　小　谷　逸　朗

監査人　倉　内　雅　寛
濵　岡　千寿郎

-９-

運営目的の預金
慈善・奉仕目的の預金
その他の預金
その他の預金（60周年積立）

八尾ロータリークラブ　貸借対照表
2021年6月30日現在

上記の通り会計報告いたします。

銀行預金

立替金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　計

差入保証金
その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　計

未払金
前受金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計

期首の資本
事業積立金
60周年積立金
年度の収支差額
　　　　　　　　　　　　　　　　期末（または現在）の資本

6,001,922
8,544,282

12,658,971
1,080,689

110,000
¥28,395,864

1,000,000
0

1,000,000

¥29,395,864

5,058,880
100,000

¥5,158,880

11,333,708
12,658,971

144,809
99,496

¥24,236,984

¥29,395,864

No.8046668
No.1538188
No.1037859
No.67192
No.2046065
No.3412698
No.263624

大阪シティ信用金庫　一般会計 
大阪シティ信用金庫　奉仕部門 
大阪シティ信用金庫　ローターアクト委員会 
南都銀行 
南都銀行60周年積立 
永和信用金庫（定期） 
永和信用金庫 
印刷費（名刺）・テーマ旗 
八尾商工会議所 

資産合計

6,001,922
8,220,932

323,350
2,606,875
1,080,689

10,051,096
1,000

110,000
1,000,000

¥29,395,864

資産

固定資産

資産合計

負債

クラブ資本

負債とクラブ資本の合計

財産目録

金　　額勘定科目 内　　訳
会費返金分
60周年記念誌、スライド・ナレーション製作費
米山奨学金７月分

負債合計

未　払　金
未　払　金
前　受　金

  4,123,000
935,880
100,000

¥5,158,880
金　　額勘定科目 内　　訳

委員会・管理部門
奉仕部門 
60周年積立金 
教育基金 
差入保証金分

クラブ資本金合計

繰　越　金
繰　越　金

60周年積立金
積　立　金
繰越金差額

1,988,922
8,444,282

144,809
12,658,971
1,000,000

¥24,236,984

資産の内訳

負債の内訳

クラブ資本の内訳
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Ｓ．Ａ．Ａ

1. 委 員 会 開 催
　本年度は、新型コロナウィルスの感染を避けるため、多人数での委員会は開催
することができませんでした。

2. 活　動　報　告
　（１）例会場の設営
　　　　例会場での例会がほとんどなく、当初の計画の通り出来ませんでした。
　（２）食事の手配
　　　　食事の伴う例会が数回しかありませんでした。ただ、出欠のＦＡＸの連
　　　　絡が一部の会員を除き、かなり協力を頂き、これを続けることにより、
　　　　出欠の実数に近づける事が出来た。
　（３）ニコニコ箱
　　　　対面での例会が少ないにもかかわらず、会員皆様のご協力のおかげで当
　　　　初目標の金額を達成することができました。
　（４）年次表彰、会員誕生日、奥様誕生日については、当初予算の範囲内で実
　　　　用的な品物を贈呈することが出来ました。
　（５）ナイト例会につきましては、新型コロナの影響で蜜になるため例会を開
　　　　くことができませんでした。

Ｓ Ａ Ａ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ
副ＳＡＡ

北 野 和 男
池 尻 　 誠
村 本 順 三
小 林 成 禎
稲 田 賢 二
奥 谷 英 一
山 陰 恭 志
長 竹 　 浩
西 村 　 衛
西 　 秀 樹
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クラブ管理運営委員会

1. 委 員 会 開 催
　コロナ下での緊急事態宣言発出などの影響もあり、思うように集まり開催する
ことができませんでした。　

2. 活　動　報　告
　（１）クラブ内で新型コロナウイルス感染症が拡大することなく、よかったと
　　　　思います。会員間での感染の連鎖や大規模なクラスターの発生、あるい
　　　　は大人数の濃厚接触者の発生といった深刻な事態は回避することができ
　　　　ました。
　（２）ただ、こうした最悪の事態を避けるため、例会の開催回数削減や食事提
　　　　供の中断、事業参加人数の限定などの制限を設定せざるを得なかったの
　　　　は残念でした。
　（３）しかしそうした厳しい状況下でも、例会の再開をめざして可能性を模索
　　　　し、開催にあたってのガイドラインを作成するなどして対策を徹底した
　　　　結果、限定的な回数ながら対面での例会を開くことができたのは、一つ
　　　　の成果であったと思います。
　（４）新型コロナウイルス感染症と共存していく新しい生活様式が求められる
　　　　中、ロータリー活動の新たな可能性としてZoomを活用したリモート形
　　　　式の例会や理事会の運営に挑戦し、実践的に運用できるレベルにまで到
　　　　達できたことは、八尾ＲＣにとっても貴重な進歩、そして進化であった
　　　　と思います。
　（５）例年通りの運営がほとんどできないという不自由な条件下にもかかわら
　　　　ず、今できることの検討や前例のない事態への対応などに関して、我慢
　　　　強く献身的なご協力、ご貢献そしてご支援をいただきました会員の皆様
　　　　に、改めて感謝申し上げます。                     
　（６）コロナ禍という未曽有の有事に対処した経験は、八尾ＲＣという組織に
　　　　とっても貴重な財産となり、今後のクラブ運営への大きな糧となること
　　　　を期待しております。
　（７）「コロナ下のロータリー」という歴史上初めてとも言える困難に会員が
　　　　共に対峙したことにより、クラブ運営の柔軟性を高め、ロータリー活動
　　　　のさらなる多様性を模索し、会員相互の協調性をいっそう高めることが
　　　　できたと思います。

委 員 長
委　　員

〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 

吉 本 憲 司
中 川 廣 次
山 本 隆 一
澁　谷　登志和
川 村 健 司
井 川 孝 三
富 田 　 宏



-12-

会員増強委員会

1. 委 員 会 開 催
　新型コロナウイルスによる例会中止・リモート例会の為委員会は開催していま
せん。

2. 活　動　報　告
　新入会員１名増加致しました。

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 

中 川 廣 次
山 陰 恭 志
山 口 智 士
宇 野 泰 正
佐々木　　　洋
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出 席 委 員 会

1. 委 員 会 開 催
　随時開催

2. 活　動　報　告
　現在、ZOOMによる例会がつずいてますので出席委員会の活動ができておりま
せん。コロナ渦で通常例会が開催できないため残念な１年になりました。

委 員 長
副委員長

　委　　員
〃　 
〃　 

山 本 隆 一
宮 川 　 清
戸 田 　 孝
寺 坂 哲 之
山 本 昌 市



1. 委 員 会 開 催
　新型コロナウイルスによる例会中止・リモート例会の為委員会は開催していま
せん

2. 活　動　報　告
　新型コロナウイルスによる大阪府感染拡大の為すべての事業を中止
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親睦活動委員会

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 

吉 田 法 功
小 林 成 禎
児 林 秀 一
宮 川 　 清
川 村 健 司
倉 内 雅 寛
鍋 島 圭 太
三　木　由貴男
森 川 充 康
福 村 修 一
谷 口 善 紀
原 田 達 也

越中八尾RC担当委員会

1. 委 員 会 開 催
　新型コロナウイルスによる例会中止・リモート例会の為委員会は開催していま
せん

2. 活　動　報　告
　新型コロナウイルスによる大阪府感染拡大の為すべての事業を中止
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委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 

澁　谷　登志和
濵　岡　千寿郎
松　本　新太郎
宮 川 　 清
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プログラム委員会

1. 委 員 会 開 催
　随時開催し、情報交換・卓話者の紹介を募った。

2. 活　動　報　告
　コロナによる影響で、外部卓話者を招くことができなくなりましたが、活動計
画でも掲げておりましたようにロータリー在籍30年以上の会員様に卓話をして頂
き、大変参考になる貴重なお話を聞かせて頂くことができました。
　まことにありがとうございます。
　また会員の皆様にも、リモート例会が多い中、会員同士の卓話による卓話プロ
グラムが実施することが叶いました。
　コロナ禍の中でも皆様からのご協力により実現いたしました事に感謝いたしま
す。

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 
〃　 
〃　 

川 村 健 司
宮 川 　 清
高 井 榮 彌
山 本 昌 市
柏　木　武生宜
鼓呂雲　健　造
竹 原 信 二
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2020.7～2021.6　プログラム実績表

年　月　日 卓　話　者 テ　ー　マ

会長所信表明・活動計画

活動計画

活動計画

ガバナー公式訪問

新型コロナウイルス感染症の現状について
緊急支援の現場から
　　　　-震災・水害・新型コロナ対応

米山月間に因んで
私を語る

涙活（るいかつ）で営業力アップ！
ロータリー財団月間に因んで

呼吸と姿勢
半期を振り返って

ロータリー財団とコロナ禍
リレー卓話

ローターアクトについて
リレー卓話

感謝の40年
インターアクトクラブ２年間の活動報告

恕
人生に影響を与えた話と
　　ロータリー活動について・私を語る

研修会
私とお酒

活動報告

活動報告・１年を振り返って

飯田会長・吉本副会長・
中西（啓）60周年実行委員長
相馬・平尾・曽家・吉田・山陰・宮川・
吉本・川村会員

北野・澁谷・井川・富田・大橋・大槻・
児林・藤田・居相会員
簡　仁一ガバナー（茨木ＲＣ）

佐々木会員
A-PAD事務局長 根木佳織氏

藤田会員
福村・谷口会員

橋本昌人氏
大橋会員

㈱オリーブ所属整体師 今西紀雄氏
飯田会長

相馬会員
松井・三木・福村・谷口・相馬・友田会員

地区ローターアクト代表ノミニー 重留里咲氏
川村・寺坂・福田・村本・田中会員

中島会員
金光八尾高校インターアクトクラブ

松本パストガバナー
中西（啓）会員・原田会員

井川会員
佐野会員

長竹・松井・吉本・渋谷・川村・井川・
富田・福田・大槻・児林・藤田・相馬・
平尾・曽家・吉田・佐々木会員
60周年記念例会
中西会員・吉本副会長・松井幹事・
野村副幹事・飯田会長

7.

8.

9.

10.

11.

12.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

R２.

R３.

1

15

5

19

2
16

7
21

4
18

2
16

13
27

3
17

3
17

7
21

12
26

2

9
16



クラブ研修委員会

1. 委 員 会 開 催
　年度初めに開催したが、その後コロナの影響で開催できず。

2. 活　動　報　告
　卓話を通じてロータリーの三大義務および社会奉仕の原点についての研修を行
った。
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委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 
〃　 

井 川 孝 三
稲 田 賢 二
柏　木　武生宜
山 陰 恭 志
澁　谷　登志和
長 竹 　 浩
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１

２

３

４

５

６

７

資源及びその関係

エネルギー関係

建築関係

製造業及び配布業

流通

業務

開発

１

２

３

１

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

農業・園芸

漁業・水産業

石炭業・鉱油工業

航空宇宙産業

建設業・請負業

工事業・設備業

金属加工業

船舶・航海用具

金物

計量・測定・分析機器

電気・電子工業

自動車工業

機械・装置

紙工業

ガラス工業

プラスチック工業

貿易

印刷・出版

警備

金融・保険

不動産

倉庫

法律

経済

医療施設

医師

薬学

11

12

13

14

15

16

17

18

６

７

８

９

10

６

７

８

化学工業

ゴム工業

食品工業

データ処理機器

綿工業

家具・備品・家庭用品

販売促進材料

学校教材

通信事業

飲食

サービス業

葬儀

小売業

学校教育

宗教

団体

八尾ロータリークラブ職業分類

実業の部

専門職業の部

大 分 類

2021年７月１日現在

中 分 類
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実 業 の 部
〔１. 資源及びその関係〕

中　分　類
1 園芸
2 造園
3 造園業
1 漁業用ロープ
1 石炭販売
2 石油販売

1 農業・園芸

2 漁業・水産業
3 石炭業・鉱油工業

小　分　類 正　会　員

稲 田 賢 二

1 建築
2 建築設計
3 総合建設

4 塗装業
5 設計監理
6 建築コンサルタント
7 建築請負
8 建築資材リース
9 建築内装業
1 ガス設備
2 空調設備
3 通信・信号工事
4 電気設備・消防設備
5 めっき

1 航空

1 建設業・請負業

2 工事業・設備業

1 航空宇宙産業

竹 原 信 二
山 本 昌 市
中 川 廣 次
西 村 　 衛
澁 谷 登志和
菅 野 茂 人

柏 木 武生宜
飯 田 寛 光
山 本 勝 彦
吉 田 法 功
濵 岡 千寿郎

鼓呂雲 健 造

新 宮 一 誓

〔３. 建築関係〕

1 金属製品製造
2 プレス加工
3 綿材加工
4 コンベア部品製造
1 船舶用品製造
1 建築金物製造
1 計量器製造

1 金属加工業

2 船舶・航海用具
3 金物
4 計量・測定・分析機器

〔４. 製造業及び配布業〕

〔２. エネルギー関係〕

平 尾 貴 英富 田 　 宏

八尾ロータリークラブ職業分類表
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中　分　類
1 電気器具製造
2 電子部品製造
1 自動車販売
1 工業用炉
2 工作機械部品製造
3 製本機械
4 コンベアー
1 紙管製造
2 紙器製造
3 紙加工
1 瓶製造
2 ガラス繊維加工
3 魔法瓶製造
1 プラスチック製品製造
2 プラスチック製品販売
1 化学薬品製造
2 界面活性剤製造
3 石鹸製造
4 無機工業薬品製造
1 工業用ゴム製造
2 工業精密部品製造・販売
1 飴菓子製造
2 洋菓子製造
3 和菓子製造
4 パン製造
5 穀物販売
6 米菓製造
7 乳製品製造
8 油脂製品製造
9 食品卸・ギフト

10 食品製造
1 コンピューター関係サプライ
1 撚糸製造
2 繊維加工業
1 歯刷子製造

5 電気・電子工業

6 自動車工業
7 機械・装置

8 紙工業

9 ガラス工業

10 プラスチック工業

11 化学工業

12 ゴム工業

13 食品工業

14 データ処理機器
15 綿工業

16 家具・備品・家庭用品

小　分　類 正　会　員

山 本 隆 一
山 本 義 治
寺 坂 哲 之
村 本 順 三

井 川 孝 三

鍋 島 圭 太

松 本 新太郎

居 相 英 機

中 島 孝 夫

池 尻 　 誠

福 村 修 一

原 田 達 也
佐 野 　 清
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中　分　類
2 歯刷子販売
3 仏壇製造
4 仏壇販売
5 ファスナー製造
6 結納品
7 呉服販売
1 POPの加工及び販売17 販売促進材料

18 学校教材

小　分　類 正　会　員
谷 口 善 紀
長 竹 　 浩

宇 野 泰 正

1 外国貿易1 貿易商

1 印刷
2 オフセット印刷
3 シール裁断
1 警備業
1 銀行
2 保険
3 証券
1 ビル経営
2 土地賃貸
3 不動産管理
4 不動産コンサルタント
5 不動産販売
6 建物賃貸
1 運輸倉庫

1 電話事業
1 レストラン
2 給食
3 料亭
4 居酒屋
1 洗車業
2 旅行斡旋業
3 音楽事務所
4 貸切バス

1 印刷・出版

2 警備
3 金融・保険

4 不動産

5 倉庫

6 通信事業
7 飲食

8 サービス業

北 野 和 男

田 中 康 正
田 中 康 貴

吉 本 憲 司

三 木 由貴男
小 谷 逸 朗
戸 田 　 孝

山 口 智 士
松 井 良 介
曽 家 清 弘
出 口 貴 士
高 井 榮 彌
大 槻 恭 介

小 山 悦 治
小 林 成 禎

竹 中 浩 人

山 陰 恭 志

〔５. 流　通〕

〔６. 業　務〕
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1 弁護士
2 司法書士
3 行政書士
4 社会保険労務士
1 税理士
1 公立病院
2 私立病院
1 内科医
2 外科医
3 小児科医
4 産婦人科医
5 耳鼻咽喉科医
6 歯科医
7 口腔外科医
8 矯正歯科医
9 物療科士
1 薬剤師
2 医薬品製造
3 医薬品販売
1 大学
2 高等学校
3 幼稚園
4 学習塾
1 仏教
2 神道
1 社会福祉

2 政経文化研究所

1 法律

2 経済
3 医療施設

4 医師

5 薬学

6 学校教育

7 宗教

8 団体

大 橋 裕 之

相 馬 康 人
倉 角 和 弥

松 岡 伸 晃

野 村 俊 隆

倉 内 雅 寛

佐 々 木 　 洋

森 川 充 康

奥 谷 英 一

浦 上 健 司

友 田 　 昭
児 林 秀 一
西 　 秀 樹

〔７. 開　発〕

専 門 職 業 の 部

中　分　類
5 人材派遣
6 環境衛生商品レンタル
1 葬儀業
1 眼鏡販売
2 百貨店
3 ペット食品

9 葬儀
10 小売業

小　分　類 正　会　員
宮 川 　 清
福 田 隆 教
藤 田 隆 司
大 熊 　 勉

加 藤 　 優
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クラブ広報委員会

1. 委 員 会 開 催
　コロナ禍の中、一度も開催する機会がなく残念でした。

2. 活　動　報　告
　例会が開催された時は例会時の写真を撮り週報やホームページへ掲載させて頂
きました。
　MyRotaryの普及活動、ロータリークラブ・セントラルの活用、プログラム委
員会と協議、連携し会員からの寄稿を掲載する。
　この三点については実行出来ませんでした。

委 員 長
副委員長

富 田 　 宏
菅 野 茂 人

-25- -26-

職業奉仕委員会

1. 委 員 会 開 催
　　３月：事業方針・内容の検討
　　７月：出前授業内容検討・教育ツールテスト運用
　　９月：出前授業詳細検討
　１０月：金光八尾高校インターアクトクラブにて金融についての出前授業
　１０月：出前授業慰労・反省会
　１２月：経営ビジョンフォーラム内容検討

2. 活　動　報　告
　（１）委員会の開催
　　　　　緊急事態宣言の合間を縫い、かつ前半のみとなってしまったものの事
　　　　業を含め６回開催でき、目標の２ヵ月に一回ペースは達成した。
　（２）インターアクターへの教育事業
　　　　　金光八尾高校インターアクトクラブのメンバーに対し、金融をテーマ
　　　　として、証券取引のシミュレーションと講義からなる出前授業を実施し
　　　　た。東京証券取引所から教育ツールやオンライン講義などの協力を受け、
　　　　インターアクターからも好評を得られるなど充実した内容になったと思
　　　　う。また、参加したロータリアンもコーチングに携わる中で自らの職業
　　　　倫理や理念の振り返りに役立ったように見受けられ、目標は達成できた
　　　　と考える。
　（３）各会員の経営ビジョン構築のためのフォーラム開催
　　　　　対面式のディスカッションを前提とした事業であったため、新型コロ
　　　　ナ感染拡大と緊急事態宣言に阻まれ、最終的に断念せざるを得なかった
　　　　（オンライン開催も検討したが、例会日程の問題とZoomのブレイクア
　　　　ウトルームの運用が困難だったため、見送った）。
　　　　　クラブ会員に有益なコンテンツを提供したいとの思いがあったこと、
　　　　新入会員の成長を促す機会にしたいとの目論見があったことから、非常
　　　　に残念である。

　（４）職業奉仕についての卓話の実施
　　　　　職業奉仕をテーマとした卓話は経営ビジョンフォーラムと統合して行
　　　　うことになっていたため、実施できず。
　　　　　出前授業についての例会報告、ならびに委員長個人による別テーマの
　　　　卓話は、それぞれ一回ずつ実施した。
　（５）職業奉仕に関連する各種セミナーへの参加
　　　　　セミナーの開催中止が相次いだため、委員会全員での参加に至らず。
　　　　オンラインセミナーへの参加も検討したが、現場の雰囲気を味わうこと
　　　　が目的でもあったため、全員参加は求めず案内通知のみとした。

【総括】
　期初の想定以上に新型コロナの感染状況が深刻化する中、委員会開催・教育事
業実施を達成できたことは良かったものの、フォーラム事業断念は残念極まりな
い。
　Withコロナを念頭に置いた事業計画（例年行われていた会員企業訪問を計画よ
り除外するなど）ではあったが、状況の好転・悪化時に対応したプランを準備し
ておくべきだったと反省している。

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 

相 馬 康 人
山 本 勝 彦
柏　木　武生宜
長 竹 　 浩
谷 口 善 紀
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1. 委 員 会 開 催
　コロナの影響により委員会は２回のみの開催になった。 

2. 活　動　報　告
　2020年12月５日に本町２丁目公園において、イルミネーションの点灯式をお
こない、2021年１月11日まで点灯した。点灯式はコロナ禍のため参加人数を制
限しておこなわざるをえなかったが、ＲＡＣの御協力をいただき無事終えること
ができた。「60th ANNIVERSARY」の看板を新たに作製し、ロータリークラブ
60周年記念の周知もおこなった。コロナ禍のため大松市長をお招きできなかった
ことは残念であったが、本事業に対する八尾市役所の期待度の高さを感じた。

社会奉仕委員会

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 

平 尾 貴 英
菅 野 茂 人
大 熊 　 勉
鍋 島 圭 太
松 岡 伸 晃
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職業奉仕委員会

1. 委 員 会 開 催
　　３月：事業方針・内容の検討
　　７月：出前授業内容検討・教育ツールテスト運用
　　９月：出前授業詳細検討
　１０月：金光八尾高校インターアクトクラブにて金融についての出前授業
　１０月：出前授業慰労・反省会
　１２月：経営ビジョンフォーラム内容検討

2. 活　動　報　告
　（１）委員会の開催
　　　　　緊急事態宣言の合間を縫い、かつ前半のみとなってしまったものの事
　　　　業を含め６回開催でき、目標の２ヵ月に一回ペースは達成した。
　（２）インターアクターへの教育事業
　　　　　金光八尾高校インターアクトクラブのメンバーに対し、金融をテーマ
　　　　として、証券取引のシミュレーションと講義からなる出前授業を実施し
　　　　た。東京証券取引所から教育ツールやオンライン講義などの協力を受け、
　　　　インターアクターからも好評を得られるなど充実した内容になったと思
　　　　う。また、参加したロータリアンもコーチングに携わる中で自らの職業
　　　　倫理や理念の振り返りに役立ったように見受けられ、目標は達成できた
　　　　と考える。
　（３）各会員の経営ビジョン構築のためのフォーラム開催
　　　　　対面式のディスカッションを前提とした事業であったため、新型コロ
　　　　ナ感染拡大と緊急事態宣言に阻まれ、最終的に断念せざるを得なかった
　　　　（オンライン開催も検討したが、例会日程の問題とZoomのブレイクア
　　　　ウトルームの運用が困難だったため、見送った）。
　　　　　クラブ会員に有益なコンテンツを提供したいとの思いがあったこと、
　　　　新入会員の成長を促す機会にしたいとの目論見があったことから、非常
　　　　に残念である。

　（４）職業奉仕についての卓話の実施
　　　　　職業奉仕をテーマとした卓話は経営ビジョンフォーラムと統合して行
　　　　うことになっていたため、実施できず。
　　　　　出前授業についての例会報告、ならびに委員長個人による別テーマの
　　　　卓話は、それぞれ一回ずつ実施した。
　（５）職業奉仕に関連する各種セミナーへの参加
　　　　　セミナーの開催中止が相次いだため、委員会全員での参加に至らず。
　　　　オンラインセミナーへの参加も検討したが、現場の雰囲気を味わうこと
　　　　が目的でもあったため、全員参加は求めず案内通知のみとした。

【総括】
　期初の想定以上に新型コロナの感染状況が深刻化する中、委員会開催・教育事
業実施を達成できたことは良かったものの、フォーラム事業断念は残念極まりな
い。
　Withコロナを念頭に置いた事業計画（例年行われていた会員企業訪問を計画よ
り除外するなど）ではあったが、状況の好転・悪化時に対応したプランを準備し
ておくべきだったと反省している。

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 

相 馬 康 人
山 本 勝 彦
柏　木　武生宜
長 竹 　 浩
谷 口 善 紀



-28-

国際奉仕委員会

1. 委 員 会 開 催
　昨年２月以降にコロナが発生をしてから、現在も先行きが見えない中出来ませ
んでした。

2. 活　動　報　告
　全てコロナ禍により中止となりましたが、その中で姉妹クラブである台北東ロ
ータリークラブ様に57周年のお祝いビデオレターや、例会風景・お祝いメッセー
ジの写真を数枚、メールにて送り致しました。
　国際奉仕委員会は、他の委員会と違い活動のメインは、国際交流や親睦が中心
であります。海外での事業が出来ないのはとても残念です。

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 

曽 家 清 弘
新 宮 一 誓
宮 川 　 清
西 　 秀 樹
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ロータリー財団委員会

1. 委 員 会 開 催
　新型コロナウイルスによる例会中止・リモート例会の為委員会は開催していま
せん。

2. 活　動　報　告
　（１）年次基金として会員一人当たり150＄の寄付金達成
　（２）ポリオプラス基金として、会員一人当たり50＄の寄付金達成
　（３）ベネファクター一名を輩出することができました。　

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 

大 橋 裕 之
福 田 隆 教
山 本 義 治
中 島 孝 夫
相 馬 康 人
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青少年奉仕委員会

吉 田 法 功
稲 田 賢 二
佐 野 　 清
井 川 孝 三
小 山 悦 治
濵　岡　千寿郎
新 宮 一 誓
宮 川 　 清
西 　 秀 樹
小 谷 逸 朗
大 槻 恭 介
相 馬 康 人
山 本 隆 一
藤 田 隆 司
友 田 　 昭
曽 家 清 弘
川 村 健 司

委 員 長
副委員長
委　　員

〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 
〃　 

1. 委 員 会 開 催
　コロナ禍の影響の為、委員会開催せずに個々に報告連絡のみとなりました。

2. 活　動　報　告
　（１）子供食堂への協力・支援。
　　　　・５月12日　リノアス７階にて支援金10万円の贈呈。
　　　　　参加者　浦上理事長・飯田会長・田中会長エレクト・松井幹事・吉田
　（２）不登校児童学習支援団体「輝」への協力・支援。
　　　　・９月16日　リノアス７階にて支援金30万円の贈呈。
　　　　　参加者　浦上理事長・飯田会長・田中会長エレクト・松井幹事・吉田
　（３）地区主催の青少年奉仕事業の参加・協力（ＲＹＬＡ等）
　　　　・秋のＲＹＬＡ中止。春のＲＹＬＡ、八尾ＲＡＣより北山会長・栗山会
　　　　　員・田中会員がリアル参加されました。
　（４）インターアクト委員会・米山奨学委員会・ローターアクト委員会と連携
　　　　し、互いの事業への参加・協力。
　　　　・コロナ禍により委員会活動ができませんでした。各委員会、八尾ＲＡ
　　　　　Ｃ例会の参加・協力しました。

インターアクト委員会

1. 委 員 会 開 催
　委員会の開催は1回のみとなりました。

2. 活　動　報　告
　（１）夏季奉仕活動（クリーンハイク）は中止となりました。
　（２）地区年次大会（令和２年11月８日）リモートにて参加致しました。
　（３）地区新入生歓迎会は中止となりました。
　（４）金光八尾中学高等学校の文化祭は中止となりました。
　（５）金光八尾中学高等学校卒業式・入学式は参加人数が制限されたため不参
　　　　加となりました
　今年度はコロナに始まりコロナで終わる１年となってしまい提唱校の事業活動
は全て中止となってしまいました。また、インターアクターが楽しみにされてい
た海外研修も早々に中止が決定され大変残念に思います。
　次年度は通常の事業活動が行えるよう期待しております。

－31－

大 槻 恭 介
大 熊 　 勉

委 員 長
副委員長



ローターアクト委員会

1. 委 員 会 開 催
　随時開催しましたが、後半は新型コロナウイルスの為出来ず。

2. 活　動　報　告
　ローターアクトクラブ例会に委員会別委員長に卓話を頂きました。
　会長はじめローターアクト委員会メンバーの方々には多数参加して頂きまし
た。奉仕活動につきましては７月に近鉄 八尾駅前にてクリーンハイクを実施され
それに参加致しました。
　地区行事にて７月の地区献血・地区年次大会等にもロータリアンの方々にも参
加して頂きました。
　新規会員増強につきましてもロータリアンの皆様方から協力を得られ多数新規
会員も増えました。
　クラブフォーラム・炉辺会議や地区海外研修に於いては新型コロナウイルスの
為実施されませんでした。

－32－

児 林 秀 一
田 中 康 正

委 員 長
副委員長
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1. 委 員 会 開 催
　委員会開催は出来ませんでした

2. 活　動　報　告
　（１）米山学友会の方に卓話をしていただく事は出来ませんでした。
　（２）特別寄付者の増加、並びに一人当たりの目標金額（３万円）達成者の増
　　　　加を目指し、10月の米山月間には米山奨学会への理解を深めていただく
　　　　ため卓話をさせていただきましたが、特別寄付者は68名中54名、一人当
　　　　たりの金額が普通寄付・特別寄付合わせて20,073円となり、達成できま
　　　　せんでした。

米山奨学会委員会

藤 田 隆 司
坂 本 憲 治

委 員 長
副委員長
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1. 委 員 会 開 催
　開催できず。

2. 活　動　報　告
　開催できず。

クラブ戦略計画委員会

戸 田 　 孝
居 相 英 機
井 川 孝 三
松　本　新太郎
佐 野 　 清
中 西 啓 詞
飯 田 寛 光
吉 本 憲 司
松 井 良 介
田 中 康 正

名誉委員　パストガバナー
委 員 長　元 会 長
副委員長　元 会 長

常任委員　パストガバナー
元 会 長
元 会 長

役職委員　会　　長
副 会 長
幹　　事

会長ノミニー





2019～ 2020

国際ロータリー第2660地区

八尾ロータリークラブ

クラブ活動報告

国際ロータリー テーマ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

ロータリーは世界をつなぐ
　　

第2660地区スローガン
Stand By You　～あなたと共に～

　　
八尾ロータリークラブ テーマ

The Pursuit of True Service and Friendship
真実の奉仕と親睦を探求する


